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はじめに
　島根県において，オニバス Euryale ferox Salisb.

は絶滅危惧Ｉ類として扱われているだけでなく，
2010 年（平成 22 年）に，島根県希少野生動植物
の保護に関する条例により，保護対象種として扱
われている．そのため，本種の自生地および移植
地は保護対象となっている．公益財団法人ホシザ
キグリーン財団では，2005年（平成 17年）から，
ふるさと尺の内公園の人工池内において，県内に
自生していたオニバスの株を譲り受け，栽培・系
統維持を行っている．ふるさと尺の内公園の人工
池への移植当初は 1株から始まったが，一年草で
あるオニバスの栽培を継続し続けて，ほぼ毎年十
数株が 1ｍ以上の葉を水面に広げ，秋には 1000
～ 2000 粒の種子を採取することができるように
なっている．
　このふるさと尺の内公園におけるオニバスの
栽培・系統維持を行う上で，文献情報は欠かせ
ないものであった．特に兵庫・水辺ネットワー
ク（2000）や角野（2003）により，大変多くの文
献が存在していることを知り，情報収集の面で大
変役立った．また，オニバスは絶滅危惧種に指定
されていること，葉の大きさや特徴からも人々の
目をひくことから，生態への興味について調査研
究が行われ，報告されている．今回，オニバスに
関する文献を以下に示した．これら文献に関して
は，実際の原著もしくは複写により内容を確認し
た文献 282 報と，実際の原著および複写からの内
容を確認できてはいないが，各文献に引用されて
いる文献 60 報についても，わかっているものに
ついてはできるだけ載せた．
　オニバスについて 300 報以上のこれほど多くの

文献が存在していることは，本種が大変興味深い
種であることを物語っているといえる．しかし，
その生態はいまだ謎が多く，種子の発芽条件につ
いても，はっきりとした要因が見つけられたとは
いえない状態である．そのため，1 度は絶滅と思
われていた自生地に，20 年 30 年ぶりに発芽を確
認するなど，思いもよらない生態を見せることも
ある．
　今後も，ふるさと尺の内公園のオニバスの調査
を続けることで，本種の生態を少しでも明らかに
していくとともに，文献調査も継続したいと考え
ている．
　オニバスの文献を集める上で，角野康郎博士，
林　成多博士に文献を提供いただきました．記し
て深謝いたします．
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